
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

金  利

5

6

7

8

9

10

2015年 2016 2017 2018

①レポ金利（政策金利） ②ＭＩＢＯＲ３か月物

③国債流通利回り10年物

年利、％

2018/4　①6.00％　②6.97％　③7.77％

（月末値）
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（注）ﾑﾝﾊﾞｲ中央ﾋﾞｼﾞﾈｽ地区における平方ﾌｨｰﾄ当たり月額賃料。

グラフで見るインド経済 2018 年５月号（Ｎｏ．１０１） 

インド景気は足元で回復の勢いがやや弱まっている。内需をみると、３月の新車販売台数は前年比+６．４％と

２０１７年１２月以来の低い伸びとなった。外需についても、３月の輸出が同-０．７％（前月は同+４．５％）と２０１７

年１０月以来の減少に転じた。製品別の内訳をみると、電気製品が増加したものの、宝石・宝飾品のマイナス幅

が拡大し、石油製品も２桁減に転じた。こうした中、３月のコア産業生産指数は前年比+４．１％と２か月連続で減

速している。もっとも、４月の製造業ＰＭＩは５１．６（前月は５１．０）と９か月連続で中立水準の５０を上回っている。 

【今月のトピック：一部地域のＡＴＭの現金切れが発生】 年明け以降、インドでは現金の需要が増加しており、特に４月以降

顕著となっている。この結果、一部の地域の金融機関のＡＴＭで現金切れとなる事態が発生している。マスコミはＡＴＭから預

金を下ろせずに困惑する人々を報道しており、多くのインド国民が２０１６年１１月に高額紙幣の廃止が決定された直後に生

じたＡＴＭの混乱を思い出している。今回の事態は、不良債権問題の処理の途上にある一部の銀行の業務運営に予期せぬ

悪影響を及ぼす可能性がある。中央銀行は紙幣を増発している旨の声明を出し、今回の混乱の早期収束をはかっている。 

（出所）インド準備銀行、インド統計・計画実施省、ＯＥＣＤ、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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（注）各構成項目は全体の上昇率（総合）への寄与度を意味する。

グラフで見るインド経済 2018 年５月号 

（出所）インド統計・計画実施省、インド商工省・同経済諮問部・同通商情報統計局、インド自動車工業会、インド準備銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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